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平成30年度・副幹事長  ▶ 平成31年度・副幹事長
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勉強させて
いただきました

１年間
お世話になります

初めての執行部で、右も左も分からない中、筆頭副

幹事長という何やら大変そうな役目を仰せつり、不安

一杯のスタートを切ったのが昨日のことのようです。

とまどいながら試行錯誤の日々でしたが、何とか無事

やり遂げることができたのも、皆様のお陰です。本当

にありがとうございました。

会内のあらゆる諸事情に精通しておられる岩佐幹事

長には会務のアルファからオメガまで、庶務１の島村

さん（…というか事務局のMさん）には事務処理の適確

さ、会計担当の山口さんには様々な会内事情、庶務2

の柳さんには一流企業のベテラン総務の気配り、庶務

3の杉谷さんには風格というもの（？）…等々、多くの

ことを学ばせていただきました。

いわばセクステットのメンバーそれぞれの個性が、

凸凹しつつも、否、だからこそ上手くかみ合い、得も

言われぬアンサンブルを奏でることができたのだと思

います。

また、いわゆる宛職として大阪弁護士会の常議員や

日弁連の代議員の末席に加えていただいたこと、就中、

前者において、いわゆる「専門分野登録弁護士」制度が

「分野別登録弁護士」制度に名称変更された件や、後者

において、いわゆる谷間世代に対する「給付金」制度に

ついて受給要件を満たさない場合の救済措置を検討す

ることになった件等、会内の民主的熟議の過程に立ち

会えたことは貴重な経験でした。

…という次第で、120年の伝統ある「新人を友とす

る親睦団体」の世話役の任をバトンタッチさせていた

だきますので、次期執行部の先生方には、よろしくお

願いします。

1年間、勉強させていただき、本当にありがとうご

ざいました。

平成31年度の副幹事長を仰せつかりました、49期

の金本恒二郎です。

副幹事長の中で一番上の期になりますので、執行部

準備会では、既に「筆頭副幹事長」だとか、「筆頭」と呼

ばれていますが、幹事長の岩井先生や、他の優秀な副

幹事長の先生方に助けられながら、分不相応なところ

で仕事をさせて頂いております。

これまで20年以上もの間、私は、専ら親睦委員会

という組織とその活動を通じ、友新会の中に自分の居

場所を見い出してきました。それが、私に与えられた

役割であると信じて疑いませんでした。

そのような私が、同期会員の互選とはいえ、選ばれ

る側の人徳とか人柄とか人望とは、全く無関係な方法、

くじ引きにより、この大役をお引受けすることになり

ました。しかしながら、くじが〝当たった〟からには、

お世話になってきた友新会に対し、恩返しできるよい

機会になると心得ております。未熟者ゆえ至らぬ点も

多々ありますが、努力を重ね、執行部を、友新会を、

精一杯支えさせて頂く所存でおります。

本年度、友新会は節目の120周年を迎えます。岩

井執行部は、今一度、友新会の原点に学び、「お互い

の友情を深め相互に研鑽しあって高めあい自らの地位

向上をはかる」という理念を現代に置き換えてみると

いう視点に立って、友新会を盛り上げていきます。会

員の皆さまにおかれましては、必ずや「ほんとにいい

節目の年だったね」と振り返って頂けますよう、執行

部一同、全力で業務に携わって参ります。

最後になりましたが、この1年間、皆さまにおかれ

ましては、厳しい目をもって温かく見守って下さいま

すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

Miura Naoki（48期）
三 浦 直 樹

副幹事長

Kanamoto Tsunejirou（49期）
金　本　恒二郎

副幹事長


